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【目的】多くの生体成分や医薬品等は光学活性を持った化合物であり､その多く

が異性体間で異なった生理機能を示すことが知られている｡また､光学異性体は

今後バイオマーカーとしての可能性が示唆されている｡このような背景から､光

学異性体の分離 ･バイオマーカーの探索は非常に重要であり､その技術の向上が

強く望まれている｡本研究では､光学活性アミンを標的としたLC-MS/MS用キラ

ル誘導体化試薬として､LPyroglutamicacid(PGA)の有用性を評価した｡また､

PGAの同位体としてL-2-Py汀Olodine-3,3,4,4,5-d5-5-carboxylicAcid(PGA-d5)を検討
し､アミノ基を標的としたキラルメタポロミクス-の応用を試みた｡

【実験】光学活性を有するアミン 5種類を対照物質として､PGA及び PGA-d5誘

導体の最適化を行った｡分離にはUPLCシステム,カラムにはACQUITYUPLC⑧

BEHC18(1.7pm2.1×100mm)を用い､検出はESI-MS/MSにより行った｡さらに､
血祭添加による検量線の作成､及びキラルメタポロミクスの擬似サンプル作成を

行った｡

【結果】pGAおよびpGA-d5の両者ともに､対照アミン5類に対し､分離度 1.5を

上回る完全分離を達成した｡また､両試薬ともに特徴的なプロダクトイオンを生

成し､SRM モー ドにより高感度検出が達成された｡血祭添加による検量線では良

好な直線性が得られた｡また､ラット血祭に比の異なる光学活性アミンを加えて

作成した疑似サンプルの差分析においても良好な結果を得た｡

以上の結果より､光学活性アミンの分離､及び定量が可能であること､さらに

はキラルメタポロミクス-の応用性が示唆された｡


